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介護だより
か い ご

「 猪苗代ハーブ園 / ジニア 」

「 令和2年度の熱中症予防行動 」 より

環境省、厚生労働省（令和2年5月）

＜ 熱中症予防行動 ＞
について学んでみましょう

「

老
い
の
恥
ら
い

」

し
わ
が
よ
る
、
ほ
く
ろ
が
で
け
る
、
腰
が
曲
る
、

頭
が
禿
げ
ひ
げ
が
白
く
な
る
。
手
が
振
う
、
足
が

よ
ろ
つ
く
、
歯
が
抜
け
る
、
耳
が
聞
え
ず
、
目
は
う

と
く
な
る
。

身
に
添
う
は
、
頭
巾
襟
巻
き
、
杖
、
眼
鏡
、
湯
た

ん
ぽ
、
温
石
（
カ
イ
ロ
）
尿
瓶
、
孫
の
手
。

聞
き
た
が
る
、
死
に
と
う
な
る
、
淋
し
が
る
、
心

が
曲
る
、
欲
く
深
く
な
る
、
く
ど
く
な
る
、
気
が
短

く
な
る
、
遇
痴
に
な
る
、
出
し
ゃ
ば
り
た
が
る
、
世

話
や
き
た
が
る
、
又
し
て
も
同
じ
話
を
す
る
。

江
戸
時
代
京
老
人
の
恥
の
語
か
ら
、
今
も
昔
も
変

り
な
い
こ
と
に
苦
笑
し
、
で
も
老
人
（
後
期
高
齢

者
）
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

十
薬
や
嫌
れ
な
が
ら
小
さ
き
花

（
ど
く
だ
み
）

Ｙ

子

【

ド
ク
ダ
ミ

】

ド
ク
ダ
ミ
科
ド
ク
ダ
ミ
属
の
多
年
草
。
別
名
、
ド
ク
ダ
メ

（
毒
溜
め
）
、
ジ
ュ
ウ
ヤ
ク
（
十
薬
）
、
ギ
ョ
セ
イ
ソ
ウ

（
魚
腥
草
）
、
ジ
ゴ
ク
ソ
バ
（
地
獄
蕎
麦
）
、
ウ
マ
ゼ
リ

な
ど
。

湿
っ
た
陰
地
な
ど
に
群
生
し
、
草
全
体
に

独
特
の
香
り
を
持
つ
。

古
く
か
ら
民
間
薬
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
・
フ
リ
ー
百
科
事
典
よ
り
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俳

句

北
山
白
百
合
俳
句
会

短

歌

俳

句

作「渡邉 鶴子」
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川

柳

ちぎり絵

川
島

英
雄

「

出
陣
の
日
（
戊
辰
戦
争
）
」

佐
藤

一
男

次
月
号
に
続
く

水 彩 画

作「 高田 壽治 」

歴
史
散
策

會
津
藩
校
日
新
館

前
月
号
か
ら
続
く

貞
吉
は
文
子
の
母
で
あ
る

外
祖
母
の
「
な
お
子
」
に
可

愛
が
ら
れ
て
い
た
。
武
士
の

子
と
し
て
晴
れ
の
門
出
な
の

で
西
郷
の
お
婆
様
に
も
お
暇

乞
い
し
て
き
な
さ
い
と
い
わ

れ
た
。
貞
吉
は
本
三
ノ
丁
の

西
郷
家
に
行
く
と
祖
母
は
正

座
し
て
硯
を
引
き
寄
せ
て
一

首
を
書
か
れ
た
。

重
き
君
軽
き
命
と

知
れ
や
知
れ

お
そ
の
媼
の
う
え
は

お
も
は
て

こ
の
歌
を
示
し
て
祖
母
が

戦
場
で
の
覚
悟
や
心
得
を
語

ら
れ
た
の
で
、
貞
吉
は
思
わ

ず
涙
ぐ
む
と
「
武
士
の
門
出

に
涙
は
不
吉
だ
」
と
𠮟
ら
れ

た
。
は
っ
と
気
づ
い
た
貞
吉

は
「
御
ば
あ
さ
ま
、
お
さ
ら

ば
・
・
・
」
と
別
れ
を
告
げ

て
自
分
の
家
に
も
ど
っ
た
。

母
の
文
子
は
玉
章
と
号
す

る
歌
人
で
、
出
陣
す
る
わ
が

子
へ
の
贈
り
物
に
一
首
を
し

た
た
め
て
く
れ
た
。

あ
づ
さ
ゆ
み

む
か
ふ
矢
先
は

し
け
く
と
も

ひ
き
な
が
へ
武
士
の
道

「
武
士
が
戦
場
に
臨
ん
だ
ら
、

決
し
て
逃
げ
遅
れ
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
ぞ
」
と
貞
吉
は
戦

場
の
心
得
を
教
え
ら
れ
た
。

「
鉄
砲
で
敵
を
ね
ら
う
と
き

は
必
ず
臍
あ
た
り
を
ね
ら
い

な
さ
い
。
太
刀
う
ち
を
す
る

と
き
は
気
後
れ
し
な
い
で
思

い
き
っ
て
先
の
先
と
心
が
け

て
切
り
込
み
な
さ
い
」
こ
れ

は
母
の
言
葉
と
い
う
よ
り
女

の
口
か
ら
表
し
た
言
葉
だ
っ

た
。祖

母
の
な
お
子
や
母
の
文

子
は
和
歌
の
心
が
深
い
の
が

知
ら
れ
て
い
た
。
貞
吉
は
母

と
共
に
飯
沼
家
代
々
の
先
祖

を
祀
る
神
棚
に
手
を
あ
わ
せ

出
陣
の
支
度
に
と
り
か
か
っ

た
。

先
月
の
「
俳
句
・
北
山
白
百
合
俳
句
会
」

で
掲
載
致
し
ま
し
た
中
で
、
投
稿
者
様
の

お
名
前
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

・
夏
め
く
や
居
間
に
流
る
る
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
俳
句
は
「
武
藤

敏
子
様
」

・
雨
あ
と
の
咲
き
揃
ひ
た
る
花
菖
蒲

の
俳
句
は
「
佐
藤

信
子
様
」

【

お
詫
び
と
訂
正

】

花
菖
蒲
花
の
裏
側
水
に
見
せ松

み
ど
り

夕
暮
れ
や
涼
風
揺
ら
す
月
見
草

ミ

エ

子

夏
草
の
中
に
群
れ
咲
く
ケ
シ
の
花

燃
ゆ
る
が
如
し
友
の
花
畑

鈴
木

キ
ミ
子

装
ひ
の
す
が
し
と
見
上
ぐ
つ
ば
く
ら
の

六
羽
が
庭
の
電
線
に
居
る

坂
内

久
美
子

つ
ゆ
寒
の
夜
中
に
起
き
て
毛
布
掛
け

も
も
引
き
は
い
て
安
ら
ぎ
眠
る

五
ノ
井

星
子

昭
和
史
に

ま
ざ
ま
ざ
残
こ
る
き
の
こ
雲

向
日
葵
も
永
久
に
忘
れ
ぬ
終
戦
日

安
全
の
尺
度
を
変
え
る
温
暖
化

新
コ
ロ
ナ
古
関
の
行
進
曲
奪
う

コ
ラ
ー
ゲ
ン
切
れ
て
出
て
来
る
老
の
愚
痴

胸
の
炎
が
消
え
る
と
増
え
る
物
忘
れ

介護だよりに
投稿してみませか

幼少期の思い出、今思うこと、

感じること、趣味のことなど題材は
問いません。
投稿したいけど文章を書くのが苦

手だと、思われているかたは事務局
担当者がお話しをお伺い致し代筆致
致します。
この機会に是非、投稿をしてみて

はいかがでしょうか。皆様からのご
連絡をお待ちしております。

(有)介護福太郎
介護だより事務局
担当：渡部

電話番号 0242-37-2166
FAX番号 0242-85-7021

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
・

フ
リ
ー
百
科
事
典
よ
り

１
７
９
８
年
（
寛
政
10
年
）

会
津
藩
家
老
・
田
中
玄
宰
の

進
言
に
よ
り
計
画
さ
れ
る
。

１
８
０
３
年
（
享
和
3
年
）

会
津
藩
の
御
用
商
人
で
あ
っ

た
須
田
新
九
郎
が
新
築
経
費

を
寄
付
し
た
た
め
、
会
津
若

松
城
の
西
隣
に
日
新
館
の
校

舎
が
完
成
。
東
西
約
１
２
０

間
、
南
北
お
よ
そ
60
間
の
敷

地
に
日
本
最
古
の
プ
ー
ル
と

い
わ
れ
る
水
練
場
や
天
文
台

ま
で
を
も
備
え
た
、
全
国
有

数
の
藩
校
で
あ
っ
た
。

日
新
館
は
徹
底
し
た
エ
リ

ー
ト
教
育
の
場
で
、
会
津
藩

士
の
子
弟
の
み
に
限
定
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
当
時
の
会
津

藩
の
上
級
藩
士
の
子
弟
は
10

歳
に
な
る
と
日
新
館
に
入
学

し
た
。
15
歳
ま
で
は
素
読
所

（
小
学
）
に
属
し
、
礼
法
、

書
学
、
武
術
な
ど
を
学
ん
だ
。

素
読
所
を
修
了
し
た
者
で
成

績
優
秀
者
は
講
釈
所
（
大
学

）
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
、

そ
こ
で
も
優
秀
な
者
に
は
江

戸
や
他
藩
へ
の
遊
学
が
許
さ

れ
た
。
１
８
６
８
年
（
慶
応

4
年
）
戊
辰
戦
争
に
よ
り
校

舎
は
焼
失
。
現
存
す
る
の
は

会
津
若
松
城
趾
西
側
に
残
る

天
文
台
跡
の
み
。

思
ひ
き
り

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
に
切
り
て
夏

中
川

幸
恵

夕
焼
や
一
便
の
み
の
飛
行
場

鈴
木

隆
一
郎

梅
雨
空
を
眺
め
て
入
る
露
天
風
呂

武
藤

敏
子

あ
じ
さ
い
の
雨
に
う
た
れ
て
輝
け
り

佐
藤

信
子


